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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

問 題 は 鳩 か ら 始 ま っ た

バ タ ー の 甘 い 味 が 思 い 出 さ れ 、 す ぐ に食 べ よ う と し た 。　
鳩 サ ブ レ ー は 、 鳩 の 特 徴 を 端 的 に 捉

え た 形 で 、 頭 、 嘴 、 尾 羽 が あ る 。 可 愛い 。 思 わ ず 頬 を 摺 り 寄 せ た 。 問 題 は 、ど こ か ら 食 べ る か 、 で あ る 。 頭 か 尾 羽か 、 一 気 に 鳩 胸 に 食 ら い つ く か ？　
頭 に 歯 を 立 て る と 、 痛 い 、 と 言 う だ

ろ う 。 尾 羽 を か じ る と 、 も う 飛 べ ない 、 と 鳴 く だ ろ う 。 胸 に 唇 を 当 て ると 、 心 臓 の 鼓 動 が 聞 こ え て く る だ ろう 。　
い い え 、 食 べ ら れ る た め に 作 ら れ た

　
友 人 に 「 鳩 サ ブ レ ー 」 を

貰 っ た 。 サ ブ レ ー は 大 好き 。 サ ク サ ク と し た 食 感 と

私 で す か ら 、 ど こ か ら で も 美 味 し く召 し 上 が れ ま す 。 ど う ぞ 、 ど う ぞ 。　
で は お 言 葉 に 甘 え て 、 頭 を が ぶ

り 。 続 け て 尾 羽 を 。 掌 の 上 で 膨 ら んだ 胸 だ け の 楕 円 の 物 体 と な っ て し まっ た 。 も う 鳩 だ っ た 痕 跡 も な い 。 記憶 は 私 の 中 だ け に あ る 。　
も う 一 つ 問 題 が あ る 。 銘 菓 「 ひ よ

こ 」 を 貰 っ た 。 こ れ は 鳩 サ ブ レ ー より リ ア ル 。 目 が あ る 。 目 が 私 を 見る 。 な ん と 言 っ て い る か は 、 そ の 日に よ っ て 違 う 。 食 べ て 、 と い う 日 もあ れ ば 、 命 を 全 う す る ま で 見 守 って 、 と も 言 う 。 目 を 指 で 隠 す と 、 もっ と 哀 れ が 増 す 。 ど う し よ う 。　
も う 一 つ 、  「 鶴 乃 子 」 を 昨 日 貰 っ

た ・ ・ ・ 。 ふ わ ふ わ で 掌 で 孵 り そ うだ 。 温 め て み よ う か し ら ？

瑞 貴 ▽ 中 尾 誠 志 ▽ 西 本 大悟 ▽ 河 部 操 子 ▽ 田 原 光 昭▽ 清 水 征 也 ▽ 椋 木 美 香 ▽藤 田 愛 香 ▽ 末 永 岬 ▽ 開 作真 人　
「 厄 除 け ・ 星 ま つ り 」

祈 願 （ 前 日 ま で に 要 予約 ）  、 古 い お 札 や お 守 りの 「 お 焚 き 上 げ 」  （ 午 後３ 時 ま で ）  、  「 福 寿 く じ 」（ 午 前 ９ 時 〜 午 後 ７ 時 ）な ど が あ る 。 豆 ま き は 午後 ７ 時 か ら の 祭 典 後 で 、追 儺 役 は 次 の 皆 さ ん 。　
椙 山 一 生 ▽ 伊 藤 光 洋 ▽

藤 井 政 夫 ▽ 藤 井 惠 子 ▽ 村田 雅 博 ▽ 宇 田 明 人 ▽ 下 道一 範 ▽ 田 中 佳 和 ▽ 木 原 利昌　
茅 の 輪 が 設 置 さ れ 、

「 厄 除 け ・ 星 祭 り 」 や 、家 内 安 全 や 無 病 息 災 、 交通 安 全 な ど の 「 諸 祈 願 」（ 予 約 不 要 ） が 斎 行 。 甘

　
「 開 運 厄 除 星 祭 祈 祷 」

（ 予 約 不 要 ） が 、 午 前 ９時 か ら 午 後 ８ 時 ま で 随 時受 け 付 け 。 天 神 草 も ち 、石 焼 き 芋 、 甘 が ゆ も 販売 。  「 お 焚 き 上 げ 」 も して も ら え 、  「 す が ぬ け の輪 」 も 設 置 さ れ る 。 豆 まき ・ も ち ま き は 午 後 ７ 時か ら の 祭 典 後 。 追 儺 役 は次 の 皆 さ ん 。　
小 池 章 博 ▽ 磯 村 周 平 ▽

京 瀧 崇 久 ▽ 京 瀧 周 ▽ 鳥 元

　
山 口 市

内 の 神 社等 で 、 ２月 ３ 日（ 火 ） に節 分 祭 や厄 除 け 神事 が 執 り行 わ れる 。 ※ 追儺 役 は 順不 同 、 敬称 略

酒 の 接 待 や 恵 方 巻 の 販 売も あ る 。 豆 ま き ・ も ち ま

豆 ま き や  厄  除  け  神  事 な ど

各 神 社 等 で 節 分 祭

古 熊 神 社�

（ 山 口 市 古 熊 １ ）

き は 午 後 ７ 時 か ら で 、 景品 が も ら え る 福 引 も 。 追儺 役 は 次 の 皆 さ ん 。　
吉 岡 陽 介 ▽ 田 中 公 吉 ▽

丸 山 桂 子 ▽ 藤 竹 和 子 ▽ 多田 理 恵　
午 前 ９ 時 か ら 午 後 ７ 時

ま で 、 家 族 の 厄 除 け や 家内 安 全 を 祈 る 「 星 祭 り 」（ 予 約 不 要 ） が 執 り 行 われ る 。 参 拝 者 に は 「 福豆 」 が 配 布 さ れ 、 ぜ ん ざい の 接 待 も あ る 。　
午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時

ま で 「 星 ま つ り ・ 厄 除け 」  （ 予 約 不 要 ） が ある 。 ぜ ん ざ い の 接 待 も 。午 後 ７ 時 か ら の 祭 典 の後 、 年 男 ・ 年 女 に よ る 福豆 ま き （ 雨 天 の 場 合 は 手渡 し ）  。 古 い お 札 な ど は「 お 焚 き 上 げ 」 し て も らえ る 。　
除 災 招 福 を 祈 願 す る

「 星 祭 り 節 分 会 」 が 午 前

1 0時 半 か ら 。 終 了 後 に
は 、 福 豆 や お 菓 子 な ど の

「 開 運 豆 ま き 」 も あ る 。

山 口 大 神 宮�

（ 山 口 市 滝 町 ４ ）

出 雲 大 社 山 口 分 院� （ 山 口 市 維 新 公 園 ６ ）

２ 月 ３ 日

今 八 幡 宮�

（ 山 口 市 八 幡 馬 場 ）
仁 壁 神 社�

（ 山 口 市 三 の 宮 ２ ）
神 福 寺�

（ 山 口 市 八 幡 馬 場 ）
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